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地域運営体 第３号・第４号が発足！
　桧木内地域運営体の設立総会が 8 月 22 日に、また神代地域運営体の設
立総会が 9 月 5 日に開催されました。
　どちらの地域も、明治 22 年の市制・町村制の施行により誕生した地域

（村）で、桧木内は、上桧木内・桧木内の二つの村の合併により、また神代は、
岡崎・小松・梅沢・卒田・神代・角館東前郷の六つの村が合併し「神代村」
が誕生してから、古く長い地域の融和と絆で育まれてきた地域です。
　今後さらに協働・共生を図り、互いに手を取り合う本事業に取り組み「住
んでよかった」「住んでみたい」と言われる、活力あるまちづくりへと歩
を進めて行きます。
　両総会に出席した市長は「地域運営体は一つの国と考えることができ
る。地域の皆さんで、魅力あふれる力強い国づくりを進めて欲しい」と、
挨拶がありました。
　地域運営体による、特色ある地域づくりの新しい幕が開きました。

　今年度、市では各地域に地域運営体を立ち上げる準備を進めます。随時、
説明に伺います。地域で話し合いをする場合はお知らせください。
■連絡先：仙北市政策推進課　℡４３－１２４１

　9 月 3 日、桧木内川河川公園を会場に、
内陸線の利用促進と沿線地域のグラウンド・
ゴルフ愛好者の親睦交流を目的として開催
されました。
　大館市からの参加も含め 100 名を超える
参加者が、この日のために特別に設定した 4
コース 32 ホールで自慢の腕を競い合いまし
た。あいにく雨模様での開催でしたが、真
剣なプレーの中、お互いに親睦を深め、心
地よい汗を流しました。
　実行委員長（大牧徳二郎　西木グラウン
ド・ゴルフ協会長）は「内陸線を通じお互
いの地域や文化のすばらしさを発見し、大
会をきっかけに市民交流の輪が広がってく
れたらうれしい」と話していました。

 秋田内陸線グラウンド・ゴルフ交流大会 

真剣プレーで親睦深める
「第 41 回生保内節盆踊り」

　　　盛況、300 人が踊り楽しむ
　8 月 20 日、「第 41 回
生保内節盆踊り」が JR
田沢湖駅前広場を会場
に開催されました。当
日 は 天 候 に も 恵 ま れ、
大勢の皆さんが参加し、
踊りの輪が拡がりまし
た。
　今年は羽後町の西馬
音 内 盆 踊 り も 出 演 し、
観客の皆さんも大喜び。
終了の時間まで会場は
大いに賑わいました。

手を取り合い、活力、特色ある地域へ
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角
館
（
山
田
敏
彦
会
長
）・
大
村

（
帯
屋
徹
会
長
）
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
密
接

な
交
流
を
続
け
て
30
年
に
な
る
の

を
記
念
し
、
こ
の
度
、
お
互
い
の

地
に
記
念
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

角
館
町
と
大
村
市
（
長
崎
県
）
の

縁
は
戊
辰
戦
争
に
遡
り
ま
す
。
大
村

藩
か
ら
新
し
い
日
本
を
創
る
た
め
、

角
館
戦
線
に
援
と
し
て
派
兵
さ
れ
、

戦
死
し
た
大
村
藩
士
浜
田
謹
吾
少
年

他
７
名
は
、
角
館
町
久
米
山
常
光
院

に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
ク
ラ
ブ
が
こ
の
縁
を
大
切
に

し
「
友
人
を
思
う
心
で
、
今
後
も

末
永
く
交
流
を
続
け
た
い
」
と
願

い
が
込
め
ら
れ
た
記
念
碑
は
、
伝

承
館
前
の
広
場
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

12
月
１
日
、
神
代
小
学
校
で
改

築
を
記
念
し
た
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
親
睦
団
体
「
森
腰
さ
く

ら
の
会
」（
高
橋
博
会
長
）
が
行
う

活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
し
、
全

校
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

用
意
し
た
苗
木
は
、
山
梨
県
北

杜
市
「
実
相
寺
」
国
指
定
天
然
記
念

物
、
樹
齢
２
千
年
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
」
の
種
か
ら
育
成
し
た
も
の
。

　

会
員
か
ら
指
導
を
受
け
植
樹
作

業
を
終
え
た
子
供
た
ち
を
代
表
し
、

６
年
生
の
津
嶋
将
太
君
が
「
力
を

合
わ
せ
大
切
に
育
て
、
共
に
新
し

い
伝
統
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
紙
風
船
館
で
桧
木
内

地
域
運
営
体
（
橋
本
左
武
郎
会
長
）

に
よ
る
「
桧
木
内
地
域
産
業
振
興
推

進
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
特
産
手
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
や
「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
の

活
性
化
」
と
題
し
、
仙
北
市
産
業
研

究
所
地
域
資
源
活
用
専
門
員
泉
牧

子
さ
ん
、（
有
）
秋
田
三
七
三
共
同

ビ
ル
事
業
部
代
表
取
締
役
鈴
木
勝

男
さ
ん
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「森腰さくらの会」神代小学校
　校舎改築記念し桜植樹

桧木内地域運営体
　桧木内地域産業振興推進の集い

地
域
特
産
手
作
り
コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

お
菓
子
の
部　

金
賞　

布
谷
裕
美
子
「
佐
々
右
ェ
門
さ
ん
ち
の
ゆ
め
お
ば
こ
と

西
明
寺
栗
の
コ
ラ
ボ
（
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
）」 
銀
賞　

 

若
松
田
鶴
子
「
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ジ
ャ
ム
」
漬
け
物
の
部　

金
賞　

橋
本
敦
子
「
カ
ブ
漬
け
」 

銀
賞　

橋
本

ヨ
リ
ヱ
「
ア
ケ
ビ
の
山
ぶ
ど
う
漬
け
」
惣
菜
の
部　

 
金
賞  

門
脇
時
代
「
巻
き

ず
し
」
銀
賞　

門
脇
時
代
「
ホ
ー
レ
ン
草
ゆ
べ
し
」

　

11
月
29
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁

舎
で
、「
災
害
等
発
生
時
に
お
け
る

生
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理
等

の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
仙
北

市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
利
用

組
合
（
後
藤
悦
朗
組
合
長
）
と
、「
災

害
等
発
生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
処
理
等
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
仙
北
市
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
利

用
組
合
（
齊
藤
和
男
組
合
長
）
と

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
度
に
わ
た
り
、
豪
雨

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

流
出
物
被
害
、　

生
し
尿
や
・
浄
化

槽
か
ら
汚
泥
が
流
出
の
被
害
な
ど

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
災
害

発
生
時
、
生
活
環
境
の
維
持
を
図

る
た
め
、
市
の
要
請
に
よ
り
こ
れ

ら
の
被
害
に
、
両
組
合
の
専
門
技

術
と
機
材
で
、
迅
速
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害時に迅速対応
　市内２組合と協定を締結 角館・大村ロータリークラブ

　姉妹クラブ締結 30 周年




